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－ 次 第 － 

議 事 

１．川崎区オンデマンド交通「のるーとKAWASAKI」の実証実験運賃について【協議事項】 

   

 

資 料 

川崎区オンデマンド交通「のるーとKAWASAKI」の実証実験運賃について 



 

◎令和６年度 第２回川崎市地域公共交通会議運賃分科会 構成員 

（川崎区オンデマンド交通「のるーと KAWASAKI」の実証実験運賃について） 

 

 
名 前 所  属 

鬼頭 恒寛 川崎鶴見臨港バス株式会社 常務取締役 

浦野 一吉 川崎市全町内会連合会 副会長 

森下 文章 国土交通省関東運輸局神奈川運輸支局 首席運輸企画専門官 

塚田 雄也 川崎市まちづくり局 交通政策室長 



 資料 



 資料 



道路運送法第９条第５項における意見徴収について 

 

のるーとKAWASAKIの利用料金の設定にあたり、道路運送法第９条第５項に基づき下記の意見徴

収を実施しました。 

 

実施期間 聴取先 御意見の概要 

R6.4.17  

 

住民、利用者の方  々 ・バス料金と比べると500円の料金は高いのでは

ないか。 

 

市回答）昨年の実証実験から約2.0kmから3.0km

程度、タクシー料金に換算すると900円から1300

円ほどの利用が見込まれるため、その半額を目安

に検討し500円としている。 

 

R6.5.9 

R6.5.10 

 

交通事業者の方  々 ・あまりに安い料金では交通事業者としても困る

が、500円なら特に料金について意見はない。 

  

・無償運行の際に収入が減ったと聞いていないの

で、大きな影響はない。 

 

・料金500円が適正かどうか、実験を通して見極

めて欲しい。 

 

 

 

 

以上 

 


